
もをっているくらいだから是非見たいと思っていたoところが今の季節では早朝でないと見られな

いので,至るべ く南に移動した時と考えて最南端のイ/パーカーギル市の宿に泊った日の翌朝4時

に日ざまLLへ時計で起き.東の空のそれとおぼしきあたDに十字星を発見/,何のことはなく既に

空高く昇っており,やや偵たおしの姿勢だがそのとなDのケンククルス座のa,P星と共にさんぜ

んとまたたいている′､それよ9なお異様であり圧巻なのは,カ t)オン座が北の空に完全にさかさま

にそって (当前だが)かか り,三つ星をその方向にのばした先に大犬のシT)ウスを経て南十字星が

せしますということもわかった｡地球のせるさを観念でなく実感として味わう思いが して,しばし寒

さも忘れて戸外に立ちつくしたO(ニ1-1}-ランド,オークラン ドにて) 11月23日

西 ドイ ツ の 女 子 学 生

式 正 英

ミュン-ンでの私の生活を豊かにした原因の一つは 学生達と付き合う機会を持てたことである.

大学では私の研究テーマと希望に従って,教官達がフィール ドを代る代る案内してくれたので,随

分と啓発されることが多かった｡ゼミや講義にも参加を許されることがあD,私が紹介されると学

生達は机を左のこぶLで-せいに叩いてみせた〕拍手では覆いこの動作に初め何事かと思ったが,

これが歓迎の意志表示だと知って安心したO どの講義室でも女子学生は4分の 1位の数だった様に

思う.教官のスケジュールとは別に.この学生達が実に能 く面倒を見てくれたのである.

ルイーゼは地理の3年生,朗らかで世話好きで,とても好く気の付く娘である｡ 彼女は私のペン

シオンから歩いて5分位の所にあるテング通Dに面するアパー トの5階に,ボーイフt/ンドのウ- 1)

ッヒと住んでいた｡ クーリッヒも地理2年の学生で,学力の優れた好青年で教師志望である｡階段

をあが9つめた最上階の彼等の住居は,大きを部屋が3つも4つもあって一家庭が住まうの忙充分

である.キチン,浴室,ロビーは共用だが,個室は夫々別けている0 日本では余り考えられ夜い生

活様式だが,結構うまく暮している様VC思われた. ウー リッヒは彼女の亡 く在った父親はマックス

ブランク研究所に勤めていた物理学者であ9,彼女を尊敬しているので結婚したいともらしていた

が,ルイ-ゼは当分結婚する気は夜いと云っていたO

学生食堂 (メンザ)はテ一 ･-ー (工科大学 )vC所属しているのが,ルイーゼン通Dの地理教室
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からは鼻の先にあ9,大学関係者は自由に出入bできるので,よく利用させてもらったO安価で栄

養豊富を昼食にあ9つくには恰好であった｡初めはセルフサービスの一般学生向きとサービス付き

の上級食堂に分かれていたが,滞在中の後半VCは,全部がセルフ･サービス-と変化した｡ ウー リ

ッヒとルイーゼの案内で. ドナウ川北岸のシュワービ･･,シェ･7ルブに ドライグした時 昼食はt/-ゲ

ンスブルグ大学のメンザで摂った.この大学は市街地に旧キャ/パスがあるが,現在,新しいキャ

ンパスをその南部に建設中である｡超モダ/夜講義棟をど目をみはる程の立派を施設で,メソザの

内容も見事であったOそして何人ものルイーゼの知合いの学生に会ったが,セメスター毎に転々と

できる制度のため,学生間の交際範囲はきわめて広く融通がきく様である｡大学制度とはコミュニ

ケーションの場とも云えると思うので,ひきくらべてみて羨しいことであった｡

ルイーゼの都合の付かない時は代理にレナ-テがフォルクスワーゲンを調達して来て案内してく

れた｡ レナ-テはカーラや ドリスを誘い,皆でオ リンピックニトルムに登ったbしてから,もっと

もババリア風だというビアホールで乾杯したbして,愉快を休日を過ごしたo私を含めて皆で割り

勘だったことも,楽 しい思い出の原因となっている｡ (1973年11月 )

東 京 の ス カ イ ラ イ ン

正 井 春 夫

去年 (1972年 )の6月に,現在の文教育学部本館が完成してからは,研究室の窓外にすぼら

しい東京のスカイラインが展開している｡ もっとも,スカイラインといっても自動車の名前ではを

く,都市景観がつ くっている地平線のシルエットのことであるがo

第2次大戦が終って間もない頃は,この大塚あたDの高台から都心の方を望むと,議事堂ばかり

が圧倒的な高さで立っていたことを思い出すO当時,地上からの高さが64mに達する議事堂は,

日本最高の建物としてよく知られており,政治が中心であった時代の象徴的を景観としての名残り

をよく示していたものであるO

ところが,東京タワーに象徴されるような高い鉄塔がいくつも東京のスカイラインをにぎわすよ

うにを9,議事堂の圧観は急速におとろえていった｡ とはいっても,れっきとした建物としては議

事堂の雄姿は他を圧していたのである.
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